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　町内の 3 つの小学校でさつまいもや
お米の収穫体験が行われました。

芋掘り体験では、土をかき分け大きな
芋を収穫！ 稲刈り体験では、
刈り方を教えてもらいながら

一株ずつ稲を刈り取っていきました。
秋の味覚を堪能します！



第 21 回晴ればれりんどうボランティアの日

ジュニパーベリー植樹祭 
in みなみおぐに

しごとコンビニ共創事業締結セレモニー

　第 21回晴ればれりんどうボランティアの日が開催さ
れ、10 月 5日に一斉清掃活動が行われました。一斉活
動日では 12地区の約 300 名が参加し、道路沿いの除草
作業やゴミ拾いなどの清掃活動が各地で行われました。
　役場周辺で行われた活動では、ボランティア団体のメ
ンバーや地域住民のほか、南小国中学校の生徒も参加し、
除草された大量の草木を集めて軽トラックに積んでいま
した。また、当日は南小国町食生活改善推進員協議会に
よる炊き出し訓練も行われ、ボランティア参加者に特製
のだご汁がふるまわれました。

　10月５日、中原の原野で「ジュニパーベリー」の植樹祭が行われました。これは、シン・複合型
農業実践協議会が主催して行ったもので、南小国中の生徒を始めとする約 100 人が参加しました。
　ジュニパーベリーは、針葉樹「セイヨウネズ」の実で、爽やかな香りが特徴的です。主に蒸留酒「ジ
ン」の香り付けに使われています。参加者は、60a の広さの畑に 480 本のセイヨウネズの苗木を手
作業で植えました。参加した生徒は、「大人になったときにこのジュニパーベリーで作ったジンを
飲んでみたい」と話していました。

　9月 26 日、SMO南小国と日本郵便の共創事業締結
セレモニーが行われました。
これは、地域の働く人と仕事をつなぐ「しごとコンビ

ニ」で稼働者として働いてみたい方が、地域の顔であ
り気軽に立ち寄れる 4つの郵便局（南小国局、小国局、
北里局、杖立局）でも登録手続きを行えることにより、
働き手を増やし人材不足の解消につながる取り組みで
す。

ダイヤモンド婚夫婦表彰

熊本県スポーツ協会功労者
表彰受賞！

100 歳のご長寿を祝福
令和７年度 100 歳長寿表彰

　地域及び競技スポーツにおいて、長年スポーツの普
及奨励のための企画又は指導に尽力された方に贈られ
る熊本県スポーツ協会功労者表彰を河津宰治さん（湯
田）が受賞されました。
　河津宰治さんは、長年にわたり町内のバレーボール
の発展に貢献され、南小国町バレーボール協会の副会
長及び会長としてバレーボールの普及に尽力されたこ
とが認められ、今回の受賞となりました。おめでとう
ございます。

　本年度、めでたく満 100 歳の誕生日を迎える町内の長寿者３名に、内閣総理大臣から祝状と記念品、
町からは表彰状などが贈られました。
　今回、日本全国で 100 歳表彰の対象者は 52,310 人（前年度比＋ 4,422 人）です。
多年にわたり社会の発展に寄与してこられたことに感謝いたします。いつまでもお元気でお過ごしく
ださい。

▲井野 通さん（長迫） ▲佐藤 タキさん（扇下） ▲秋吉 セツさん（田尻）

　10 月 6 日、ダイヤモンド婚（結婚 60 年）を迎えられたご夫婦に髙橋町長がそれぞれのご自宅で
表彰状と記念品を贈りました。当日は、苦楽を共に乗り越えながら夫婦円満に過ごしてこられたお話
などお伺いすることができました。これからも、仲睦まじくお元気でお過ごしください。皆様、暖か
くお出迎えくださりありがとうございました。

令和７年度 ダイヤモンド婚表彰者名簿（４組）昭和 40 年結婚夫婦（敬称略・年齢は 10 月 6 日現在）

髙野　久義（91）、ヨシ子（86）　杉田中 河津　運武（84）、テル子（81）　中湯田
進　　政美（88）、カズ子（82）　杉田上 児玉　矩忠（85）、カトリ（81）　志津中
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10
月
15
日（
水
）か
ら
後
期
が
始
ま
り
ま

し
た
。
実
り
の
秋
、
躍
動
の
秋
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
南
中
生
が
輝
き
を
放
っ
て
い

ま
す
。

飛
躍
の
駅
伝
競
走
大
会

　

10
月
７
日（
火
）、
10
月
と
は
思
え
な
い

よ
う
な
暑
さ
の
中
、
郡
市
中
体
連
駅
伝
競

走
大
会
が
阿
蘇
市
農
村
公
園
あ
ぴ
か
陸
上

競
技
場
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
男
女
各
１
チ
ー
ム
に
加
え
て
男
子

Ｂ
チ
ー
ム
も
参
加
し
ま
し
た
。
男
子
Ａ
と

女
子
は
昨
年
の
記
録
か
ら
約
２
分
以
上
タ

イ
ム
を
縮
め
る
な
ど
、
目
に
見
え
る
成
長

を
遂
げ
、
男
子
Ａ
は
５
位
、
Ｂ
は
11
位
、

女
子
は
７
位
で
し
た
。
約
３
か
月
に
わ
た

る
練
習
の
成
果
が
し
っ
か
り
と
表
れ
た
大

会
で
し
た
。
日
々
の
走
り
込
み
や
試
走
で

の
課
題
を
一

つ
一
つ
乗
り

越
え
、
チ
ー

ム
全
体
で
互

い
に
励
ま
し

合
い
な
が
ら

力
を
高
め
て

き
た
結
果
で

す
。

　

本
番
で
は
、こ
れ
ま
で
の
努
力
を
信
じ
、

仲
間
へ
の
思
い
を
襷
（
タ
ス
キ
）
に
込
め

て
最
後
ま
で
走
り
抜
く
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
タ
イ
ム
の
向
上
以
上
に
、
粘

り
強
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
成
長
が
感
じ

ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
レ
ー
ス
で
し
た
。

　

過
去
大
会
を
見
る
と
、
南
中
は
男
子
が

２
回
（
昭
和
52
年
、
平
成
24
年
）、
女
子

が
１
回
（
平
成
18
年
）、
優
勝
を
飾
っ
て

い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
県
大
会
へ
の
切
符

を
勝
ち
取
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

学
校
と
地
域
が
パ
ー
ト
ナ
ー

　

こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
力
の

育
成
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
、

社
会
的
な
教
育
基
盤
の
構
築
等
の
観
点
か
ら
、

学
校
と
地
域
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
相
互
に
連

携
・
協
働
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

四
月
に
赴
任
し
て
か
ら
の
半
年
、
こ
の
「
学

校
と
地
域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
連
携
・
協

働
し
て
い
る
こ
と
を
、
本
当
に
数
多
く
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
行
事
に
は
学
校
か
ら
出
か
け
て

い
き
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
す
が
、

十
月
十
六
日（
木
）の
「
き
よ
ら
祭
り
」
に
お
い

て
は
、
本
校
が
会
場
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、「
地
域
が
学
校
に
来

て
く
だ
さ
る
」
と
い
う
、

あ
り
が
た
い
形
が
長
年

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
き
よ
ら
祭
り
」
で
、

多
く
の
地
域
の
皆
様
と

交
流
が
で
き
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。
是
非
、

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

　

十
月
十
五
日（
水
）か
ら
後
期
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

始
業
式
で
は
、「
も
っ
と
自
分
を
伸
ば
す
学
期
」

に
し
て
欲
し
い
と
伝
え
、
次
の
三
つ
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

①
「
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
」

　

他
の
人
に
言
わ
れ
て
か
ら
動
く
の
で
は
な
く
、

「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
」
を
考
え
て
行
動
で

き
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
。
小
さ
な
一
歩
で
も
、

自
分
で
決
め
て
動
い
た
こ
と
は
、
自
分
の
力
に

な
る
。

②
「
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
努
力
を
重
ね
て
、

思
い
を
発
信
す
る
こ
と
」

　

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
自
分

に
は
で
き
る
」
と
信
じ
て
挑
戦
す
る
人
は
、
必

ず
成
長
す
る
。
自
分
の
考
え
や
感
じ
た
こ
と
を

言
葉
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
。

③
「
自
分
も
友
達
も
大
切
に
し
、
ふ
る
さ
と
と

豊
か
に
関
わ
り
、
協
力
し
て
生
活
す
る
こ
と
」

　

南
小
国
町
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
思
い
と
努

力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
地
域
を
明
る
く
す

る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
目
標
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
む
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

発　

見

発　

見

大活躍！！
◎ソフトテニス部
　郡市新人ソフトテニス大会　優勝
　個人戦　優勝　田北結花さん・林　舞衣さん
　　　　　３位　城　彩華さん・上島世利梛さん
　　　　　３位　佐藤弓月さん・北里愛結美さん
◎野球部
　味岡旗少年野球大会（郡市大会）　優勝
◎バレー部
　郡市協会長旗中学生バレーボール大会　優勝
◎郡市発明工夫展（県出品のみ掲載）
　　　　県優賞　本田結花さん　北里彩乃さん

「きよら祭り」の準備「きよら祭り」の準備
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児
童
の
体
験
よ
り

　

本
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
木
育
で
は
、
小
国
杉

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
後
、
一
・
二
年
生

は
、絵
を
飾
る
木
製
の
ス
タ
ン
ド
作
り
を
、

三
年
生
は
、
モ
ル
ッ
ク
と
い
う
競
技
の
木

製
の
ピ
ン
「
ス
キ
ッ
ト
ル
」
作
り
に
挑
戦

し
、
実
際
に
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
・
四
年
生
の
草
原
学
習
で
は
、
草
原

に
つ
い
て
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
管

理
事
務
所
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
方
か
ら
話
を
聞
い
た
後
、
校
内
の
植
物

に
つ
い
て
、
実
際
に
校
庭
を
散
策
し
て
学

習
し
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
で
の
ド
ロ
ー
ン
体
験
も
あ
り

ま
し
た
。
障
害
物
を
く
ぐ
り
抜
け
る
コ
ー

ス
で
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を
操
り
飛
ば
す
体

験
や
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
競
技
用
ド
ロ
ー
ン

の
操
縦
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

農
業
に
関
す
る
体
験
で
は
、
一
・
二
年

生
が
、
ナ
カ
バ
ル
ツ
ク
ル
会
の
ご
協
力
の

も
と
、
麦
の
種
植
え
体
験
を
、
ま
た
、
中

原
小
の
後
援
会
長
さ
ん
の
ご
支
援
の
も

と
、
全
校
児
童
で
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
以
外
に
も
九
月
十
八
日

に
行
わ
れ
た
熊
野
座
神
社
の
秋
の
例
大
祭

で
は
、
本
校
の
多
く
の
児
童
が
中
原
楽
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
す
る
こ
と
で
、
実
感
を
伴
っ
た
理

解
が
深
ま
り
記
憶
に
定
着
し
や
す
く
な
っ

た
り
、
知
的
好
奇
心
が
高
ま
っ
た
り
、
協

調
性
や
共
感
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
が
高
ま
っ
た
り
と
、
児
童
に
と
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
点
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　
  

ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

　

９
月
26
日
金
曜
日
に
、
年
に
一
度
の
恒

例
行
事
「
祖
父
母
授
業
参
観
」
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
祖
父
母
の
み

な
さ
ま
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
祖
父
母
参
観
に
、
子
ど
も

た
ち
も
大
張
り
切
り
で
し
た
。
参
観
し
て

い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⬆ＱＲコードから
本校のホームペー
ジにアクセスできま
す。子どもたちの
学校生活の様子が
ご覧いただけます。

祖
父
母
授
業
参
観

木育木育

ド
ロ
ー
ン
体
験

ド
ロ
ー
ン
体
験

中
原
楽

中
原
楽

稲
刈
り

稲
刈
り

１年生
「むかしあそびをしよう」

　 け ん 玉、 あ や とり、 こま、 
お手玉を一緒に楽しみました！

２年生
「うごくおもちゃをつくってあそぼう」
　ゴムでうごくおもちゃを一緒
に作りました！

３・４年生
「モルックであそぼう」

　午前中に木育の授業でつくった「モ
ルック」で対戦。大盛り上がりでした！

５・６年生
「ふらばーるバレー大会」

　不思議な動きをするボールに悪戦
苦闘！ニュースポーツを楽しみました。
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中
学
部
・
小
学
部
修
学
旅
行

　

中
学
部
２
・
３
年
生
は
、９
月
９
日（
火
）

～
11
日（
木
）福
岡
県
の
キ
ッ
ザ
ニ
ア
福
岡
、

マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
、

福
岡
市
科
学
館
、

九
州
国
立
博
物

館
、
大
宰
府
天
満

宮
へ
修
学
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。

　

福
岡
で
し
か
で

き
な
い
体
験
を
数

多
く
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

大
好
き
な
寿
司

を
握
る
体
験
を
し

た
こ
と
、
ヒ
ト
デ

や
ウ
ニ
を
触
っ
た

ら
思
っ
た
よ
り
硬

か
っ
た
こ
と
、
昔

の
漢
方
薬
の
匂
い
を
嗅
い
だ
こ
と
、
梅
ヶ

枝
餅
を
作
っ
て
そ
の
場
で
食
べ
た
こ
と
、

ど
れ
も
良
い
思
い
出
で
す
。
ホ
テ
ル
の
部

屋
で
も
仲
良
く
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

小
学
部
５
・
６
年
生
は
、
9
月
24
日

（
水
）、
25
日（
木
）に
福
岡
県
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
キ
ッ
ズ
リ
ゾ
ー
ト
、
福
岡
青
少
年

科
学
館
、
久
留
米

市
鳥
類
セ
ン
タ
ー

へ
修
学
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
体

験
、
体
験
的
活
動

や
見
学
な
ど
普
段

と
は
違
う
貴
重
な

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
前

学
習
で
行
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
注
文
や
代
金
の
支
払
い
、
就
寝
準

備
な
ど
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
頑
張
り

な
が
ら
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

第
20
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

　

11
月
15
日（
土
）
午
前
９
時
15
分
か
ら

午
後
２
時
30
分
の
時
間
に
「
す
ぎ
の
こ
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
児
童
生
徒
の
発

表
と
併
せ
て
、
中
・
高
等
部
の
作
業
製
品

の
販
売
、
食
バ
ザ
ー
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
協
力
の
も
と
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販
売
を
行
う
予
定
で

す
。
当
日
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
本
校

の
運
動
場
に
駐
車
を
お
願
い
し
ま
す
。
履

物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

９
月
19
日（
金
）午
後
か
ら
20
日（
土
）に

か
け
て
、
令
和
７
年
度
小
国
高
校
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
文
化
祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
文
化
委
員
長
に
よ
る
開
会
宣
言
の
も

と
、
保
健
委
員
会
の
発
表
や
有
志
団
体
の

ス
テ
ー
ジ
企
画
、
音
楽
選
択
者
に
よ
る
演

奏
、
ク
ラ
ス
や
部
活
動
ご
と
の
展
示
や
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー

マ
「
笑
顔
満
祭
」
の
と
お
り
、
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
、
来
校
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
も

笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
期
間
の
中
、
生
徒

た
ち
は
協
力
し
合
い
な
が
ら
充
実
し
た
行

事
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。
ご
来
校
・
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

小
国
郷
街
歩
き

　

９
月
22
日（
月
）に
１
年
生
が
「
小
国
郷

街
歩
き
」
を
行
い
ま
し
た
。「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
の
一
環
で
、
小
国
町
、
南

小
国
町
に
あ
る
観
光
地
及
び
施
設
を
巡
る

こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
の
実
態
に
直
に
触

れ
、
小
国
郷
の
こ
と
を
自
分
ご
と
と
し
て

捉
え
、
街
歩
き
を
通
し
て
得
ら
れ
た
新
た

な
視
点
や
学
び
を
今
後
の
探
究
活
動
に
繋

げ
る
と
い
う
目
的
で
す
。
行
き
先
は
「
鍋

ケ
滝
」「
黒
川
温
泉
」「
杖
立
温
泉
」
で
、

小
国
郷
に
暮
ら
す
生
徒
た
ち
も
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
観
光
地
に
行
く
機
会
が
な
か
っ

た
生
徒
も
お
り
、
皆
楽
し
そ
う
に
行
事
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
１
年
生
は
２
学
期

以
降
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
探
究
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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新
刊
図
書
紹
介

　

10
月
は
、
町
の
図
書
室
に
14
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
つ
か
め
！
理
科
ダ
マ
ン　

９

②
君
は
冥
土
様
。
10

③
放
課
後
ミ
ス
テ
リ
ク
ラ
ブ　

６

④
た
つ
こ
た
つ

⑤
Ａ
Ｉ
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

人
工
知
能
が
拓
く
世
界

⑥
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う

　

せ
か
い
い
ち
か
わ
い
い
て
づ
く
り
こ
も
の

⑦「
わ
か
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
こ
と

⑧
自
家
製
レ
シ
ピ
の
手
帖

⑨
花
と
器
の
素
敵
な
合
わ
せ
方

　

12
カ
月
の
旬
の
花
が
わ
か
る
図
鑑
付
き

⑩
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ  

ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
の
台
所

⑪
東
大
教
授
が
お
し
え
る
や
ば
い
日
本
史

⑫
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

⑬
沈
黙
の
書

⑭
翠
雨
の
人

〈
俳
句
〉

名
月
を
妻
と
眺
め
る
清
き
里　
　
　
　
　
　

法　
　
　

水

【
句
意
】
所
長
・
園
長
と
し
て
、
九
回
転
勤
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
十
五
夜
の
お
月

様
を
眺
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
退
職
し
て
自
宅
の
庭
で
名
月
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

秋
空
に
か
ら
た
ち
の
花
唱
ひ
し
む　
　
　
　

北
里　

典
子

秋
深
し
闇
夜
楽
し
む
雲き

母ら

摺ず
り

絵え　
　
　
　
　

松
嶋　

五
月

キ
ン
モ
ク
セ
イ
手
仕
事
の
鼻
腔
め
ぐ
る
香か　

北
里
里
恵
子

稲
刈
の
「
て
ご
」
塵じ

ん
あ
い埃

を
被
り
て　
　
　
　

北　
　

千
鶴

炎
昼
や
孫
を
見
る
よ
な
配
達
員　
　
　
　
　

平
野
た
か
子

手
の
届
く
通あ

け
び草

か
ず
ら
の
実
ず
し
り
と　
　

宅
野　

晴
美

〈
川
柳
〉

歳
聞
か
れ
山
の
名
も
在
る
九（

久
住
山
）

十
三　
　
　
　

佐
藤　

浪
子

【
句
意
】
今
年
で
数
え
年
の
九
十
三
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
年
齢
を
聞
か
れ
た
時
、

久
住
山
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

ペ
ア
ル
ッ
ク
い
つ
ま
で
着
て
た
父
と
母　
　

牛
島　

世
雪

広
報
き
よ
ら
の
「
町
民
文
芸
」
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
肥
後
狂
句
な
ど
多
く
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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菊池恵楓園での学び（南小国中学校３年生）

　南小国町では、菊池恵楓園に小学校５年生で１回
目の訪問をし、２回目を中学校３年生で再度訪問す
るといった学習計画が立てられており、ハンセン病に
ついての学びを確かなものにしています。（今回紹介
する中学校３年生は、コロナウイルス感染症の影響
で初めての訪問）本年度からは、資料館見学の後に
園内の施設を見学す
ることができ、さらに
体験をともなった学
びとなりました。生
徒の皆さんの感想を
紹介します。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

南小国中学校　３年　穴井 なつ
　私は、今回の菊池恵楓園訪問を通して、患者さん
が送っていた生活について知ることができました。
そして、事前学習で学んだことをさらに詳しく学び
直すことができました。私が、一番印象に残ってい
る内容は、子どもを持てない方々が大切にしていた
人形です。とても綺麗な状態で椅子に座っていまし
た。その人形の様子から「本当に自分の子どものよ
うに扱われていたのだ」と悲しくなりました。そし
て、患者の方々に送られた多くの誹謗中傷の手紙を
見ましたが、そこには「化け物」「人権なんていら
ない」などの人の見た目や尊厳を傷つける言葉が書
き連ねてありました。そんな言葉の全てが自分に向
けられていたらと思うと、とても辛い気持ちになり
ました。
　差別や偏見で人生を奪われる人たちがこれ以上増
えるようなことにならないで欲しいと思います。そ
して、今回の学習で学んだことや感じたことを、こ
れからの生活に生かして、周りの差別や偏見に惑わ
されず、自分の意志で行動できる人になりたいです。

南小国中学校　３年　髙木 創太
　私は、今回の菊池恵楓園での学習で、隔離されて
いた患者さんの気持ちに寄り添う姿勢を大切にしな
がら、様々なことを学びました。
　資料館では、ハンセン病に対する国の対応や患者
さんがどんな目で見られていたのかを改めて感じる
ことができました。映像を見たスクリーンは実際に
園の周りを囲んでいたコンクリートの壁の一部で、
穴があいていました。また、患者さんが創作した詩

や絵からも、「外に出て、普通に生活がしたい」と
いう気持ちが伝わってきました。また、園内見学で
納骨堂を見たとき、「差別の目から逃れるために名
前を変えた人が、改名した名前のまま亡くなった」
ということを聞き、とても心が締め付けられました。
　今回の訪問では、差別の醜さや患者さんの苦しみ
を感じるとともに、「普通に生活できることが当た
り前ではない」ということを学びました。今回の学
習で学んだことを糧に、日々の生活を大切にしてい
きたいです。

南小国中学校　３年　本田 愛莉
　私は、今回の学習を通して、「命の大切さ」と「人
間の権利」について考えが深められたと思います。
特に印象に残っている内容は、ハンセン病の方々に
向けられた手紙です。「人間ではない」と綴られた
手紙を見て、「読んだ人の気持ちが分からないのか」
と疑問に思うとともに、ハンセン病を知った気に
なって手紙を書いていることに虚しさや怒りが湧き
ました。壁に囲まれて自由に外を歩くこともできず、
出られたとしても酷い差別を受け、本当に辛かった
と思います。
　しかし、そのような状況の中でも、ハンセン病国
家賠償請求訴訟において勝訴を勝ち取ったことは、
酷い差別に耐えながらも、「生き抜いた強さ」があっ
たからだと感じました。ハンセン病について詳しく
知ることができ、偏見と差別は人の命までを奪い、
苦しめ、人生にとって一生残る傷を与えるものだと
深く考えさせられました。私は、今回学んだことを
胸に刻み、これからの人生をしっかりと歩んでいき
たいです。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

　ここに掲載した生徒の皆さんの感想は、ハンセン病
についての学びが確かなもになっていることを感じさ
せられるものでした。このように、菊池恵楓園を訪問
して学ぶということはハンセン病についての正しい知
識と理解を深めるとともに、さらには過去の過ちを振
り返り、いかに私たちがこれからを生きて行けばいい
のかを考える機会に
もなっています。生徒
の皆さんが、この学
びを活かし誰もが幸
福に生きていける未
来を創っていってほし
いと思います。（井芹）

ひろげよう　きよらの郷に　人権の輪
人権教育啓発シリーズ 258

お問い合わせ先
南小国町人権教育推進協議会
☎ 0967－42－0047

「監禁室」前にて当時の入所者
の思いを想像する生徒

「隔離の壁」の前に立つ生徒 
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芸術の秋を満喫！「きよらの郷　合同コンサ－ト」

　１０月１１日（土）に、恒例になった「きよらの郷　秋の合同コンサ－ト２０２５」が開
催されました。このコンサ－トは、今年が３回目となり、南小国町ボランティア行動隊の
皆さんが企画・準備され、毎年大好評のコンサ－トとなっています。
　今回の演奏者は、前半に「南小国中学校吹奏楽部」後半に「東京九段下学芸団」となっ
ており、前半・後半共に見応え、聴き応えのある演奏でした。ここで、２つの演奏者を
紹介します。

　コンサ－トの最後に、南小国町ボランティア行動隊の代表を務められます「杉野洋
次 代表」からは、「来年度も必ずこのコンサ－トを開催します」と力強く約束をされ
ました。
　芸術の秋にふさわしい、南小国町だからこそできるコンサ－トでした。
　ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（31）　　文責：岩切

　池上先生のご指導
の下、昨年度と本年
度の２年連続の熊本
県中学校吹奏楽コン
ク－ルで「金賞」を
受賞。南九州大会で
も金賞を受賞。すばらしい音色と吹奏楽の迫力に圧倒されました。途中の２
曲は、演歌が混じり、この演奏でマイクが握られればと思ったところです。
　右側の写真は、ダンスを交えての楽しさいっぱいの演出でした。
　南中吹奏楽部の皆さん、素敵な演奏、ありがとうございました！

　千葉 厚 様を代表
とした１０名の学芸
団の皆さんが、バイ
オリンやチェロ、ピア
ノを演奏され、吹奏
楽にない音色を聴か

せてくれました。バイオリンやチェロの音色がこんなに素敵だとは！
　プロの演奏家３名の演奏は、お金を払ってでも聴きたいと思えるほどすばら
しく、さすがだと感じさせられました。途中、プロの方々が演奏された「中島
みゆき」の「糸」、「さだまさし」の「秋桜」は、心の奥深くに染み渡りました。
東京九段下学芸団の皆さん、音楽のすばらしさを味わわせていただき、ありが
とうございました！

南
小
国
中
学
校

東
京
九
段
下
学
芸
団

9
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南小国町特別支援教育啓発資料 第３号 

 

前号でも触れましたが、人によっ

て「得意」「不得意（苦手）」は様々

です。自分にとっては簡単なことも

他の人にとっては、難しかったりし

ます。その苦手なことを少しでも克

服し、子どもたち一人一人が目標や

めあてを達成するためには、様々な

「支援」や「環境」が必要です。 

そういった「支援」や「環境」をよりその子どものニーズに合わせたきめ細やかな学びの場が、特

別支援学級や特別支援学校などです。 

学級や学校では、少ない人数で自分のペースでゆっくり学び、人との関わり方、こんなときどうす

ればいいかなど自分に必要な学習をすることができます。また、気分転換ができる場所をつくり、心

を休ませて、次もがんばれるようにするスペースを設置し、落ち着いて学習できるようにすること

もあります。 

そして、特別支援学級で学ぶだけでなく、【交流及び共同学習】という

通常学級の友だちと一緒に学ぶ時間があります。それぞれの教科等のねら

いや目的をきちんとさせた上で、音楽や図工、体育などを一緒に学習した

り、一緒に給食を食べたり、みんなと協力して掃除をしたりします。 

また、特別支援学校では、居住地域（住んでい

る地域）の小・中学校へ行き、一緒に学習や活動を行う 【居住地校交流】と

いう授業があります。これは、地域社会での自立や社会参加のきっかけをつ

くったり、共に助け合い、支え合って生きていく大切さを学んだりし、障が

いのある人とない人が互いを理解することで、尊重し合う共生社会の形成を

目指すことを目標に行われています。（楠田） 

きずな 

広報きよら 2025.11広報きよら 2025.11
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小国公立病院ニュース
☎０９６７ー４６ー３１１１

検査科について 臨床検査技師　有住将尚

　病院における検査科での業務内容は、採血・生理検査・血液検査・尿検査・輸血検査など様々
な検査になります。皆様のお身体の診断の元となる検査結果を、正確かつスピーディーに診療
科へ提供することが使命であり、そして、その検査結果を誰よりも先にみるのが私たちです。

　私たちの提供する検査結果とは、「どのような疾患」であるか「その程度はどのくらい」で、「ど
のような治療をするか」等を決定するファクターの 1 つであると思います。
　しかし「検査結果が良ければ健康」もしくは「検査結果が悪いから病気」ではなく、ご自身にとっ
て総合的に判断することが大切だと思います。

　病気は 24 時間 365 日いつ起こるか分かりません。夜間休日でも検査ができるような待機態
勢を構築しておりますので、お体にご不安がある時は遠慮なく救急外来へお越しください。
　しかしながら、当検査科を含め、当院の医療スタッフ数に十分な余裕があるわけではござい
ません。夜間や休日など時間外の救急外来受診や検査については、不要不急のご利用はお控え
ください。
　また、検査に要する時間は検査項目によっても内容は様々です。数分で結果が出る検査もあ
れば、1 時間以上かかる検査もございます。検査実施に際して、患者様のご協力が必要な検査
もございます。救急外来受診について、検査内容について、ご理解のほどよろしくお願いいた
します。

　その他にも、当検査科ではほかの医療施設の検査デー
タと相違の無いように「外部精度管理」というものに参
加し、正確なデータ提要に努めております。またチーム
医療としては、感染対策・輸血療法・糖尿病対策などにも、
臨床検査技師が参加しております。

　最後に、検査科のみならず、小国公立病院組合の運営
につきまして、何卒ご理解のほどよろしくお願いいたし
ます。

調剤薬局　休日開局当番表（11/8㈯～12/7㈰）
11/8㈯ 11/9㈰ 11/15㈯ 11/16㈰ 11/22㈯ 11/23㈰ 11/24㈷ 11/29㈯ 11/30㈰ 12/6㈯ 12/7㈰

小国調剤薬局 9～13時 - 9～13時 - 9～13時 - - 9～13時 - 9～13時 -
ﾕﾆｽﾏｲﾙ薬局 小国店 - 9～13時 - 9～13時 - 9～13時 - - 9～13時 - 9～13時

きよらのさと薬局 9～12時 - 9～13時 - 9～13時 - - 9～13時 - - -
小国調剤薬局☎0967-46-5736　 ユニスマイル薬局 小国店☎0967-46-6320　 きよらのさと薬局☎0967-42-0284
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体
調
管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

寒
暖
差
が
大
き
く
な
り
、
寝
冷
え
や

寒
暖
差
疲
労
、
喉
の
乾
燥
や
鼻
水
な
ど

の
体
調
不
良
が
増
え
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
長
引
く
と
、
免

疫
力
が
低
下
し
、
感
染
症
に
か
か
り
や

す
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
の
感

染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
向
け
医
療
相
談
ア
プ
リ

「
リ
ー
バ
ー（
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）」
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
11
月
か
ら
、
町
内
の
妊
娠

中
の
方
及
び
中
学
生
以
下
の
お
子
様
が

い
る
世
帯
の
方
向
け
に
、
医
療
相
談
ア

プ
リ
「
リ
ー
バ
ー
（
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）」

の
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

無
料
で
医
師
に
相
談
が
で
き
る
も
の
で

す
。
24
時
間
利
用
で
き
、
相
談
に
医

師
が
最
短
３
分
で
回
答
し
ま
す
。
リ
ー

バ
ー
に
は
３
５
０
名
以
上
の
医
師
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
56
以
上
の
診
療
科
に

関
す
る
相
談
に
対
応
が
可
能
で
す
。

・
子
ど
も
に
関
す
る
診
療
科

小
児
皮
膚
科
・
小
児
眼
科
・
小
児
外

科
・
児
童
精
神
科
等

・
妊
婦
や
保
護
者
に
関
す
る
診
療
科

婦
人
科
・
産
婦
人
科
・
精
神
科
・
心

療
内
科
等

■
例
え
ば
、
こ
ん
な
と
き
に

　

身
体
の
不
調
や
怪
我
、
心
の
悩
み
、

妊
産
婦
、
小
児
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

幅
広
い
分
野
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
画
像
や
動
画
を
使
っ
た
相
談
も
可

能
で
す
。「
病
院
に
行
く
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
専
門
家
の
意
見
が
聞
き
た
い
」、

「
病
院
に
行
く
必
要
が
あ
る
か
迷
っ
て

い
る
」
と
き
な
ど
に
い
つ
で
も
相
談
で

き
ま
す
。
薬
や
予
防
接
種
、
産
後
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
に
つ
い
て
も
相
談

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
対
象
者

・
妊
娠
し
た
方
が
い
る
世
帯

・
中
学
生
ま
で
の
お
子
様
が
い
る
世
帯

※
い
ず
れ
も
南
小
国
町
に
住
所
を
有
す

る
世
帯
で
、
同
一
世
帯
の
５
人
ま
で

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
令
和
７
年
10
月
１
日
時
点
で
対
象
と

な
る
世
帯
へ
、「
登
録
番
号
」
が
記

載
さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
新
た
に
対
象
と
な
る
世
帯

に
対
し
て
は
、
母
子
健
康
手
帳
交
付

時
な
ど
に
案
内
チ
ラ
シ
を
お
渡
し
し

ま
す
。

■
利
用
料　

無
料

※
相
談
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使

用
す
る
際
の
通
信
料
と
相
談
を
す
る

医
師
を
指
名
す
る
場
合
の
費
用
は
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
期
限

　

お
子
様
が
15
歳
に
達
す
る
年
度
末

で
、南
小
国
町
の
登
録
を
解
除
し
ま
す
。

※
解
除
後
、
ア
プ
リ
は
削
除
さ
れ
ず
、

ア
プ
リ
内
の
相
談
履
歴
や
デ
ー
タ
は

残
り
ま
す
。
登
録
解
除
後
の
ア
プ
リ

使
用
時
に
は
通
信
料
や
相
談
に
関
す

る
費
用
が
発
生
す
る
た
め
、
継
続
に

つ
い
て
は
各
家
庭
で
判
断
し
て
く
だ

さ
い
。

■
登
録
方
法

　

登
録
に
は
送
付
し
た
案
内
チ
ラ
シ
に

記
載
さ
れ
た
「
登
録
番
号
」
と
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

案
内
チ
ラ
シ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎
０
９
６
７（
４
２
）１
１
１
３

こ
う
の
と
り
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

不
妊
治
療
又
は
不
育
治
療
を
受
け
て

い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
治
療
に
要
し
た
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
経
費

　

申
請
の
日
前
１
年
の
間
に
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
初
・
再
診
料
及
び
検
査
料
、

治
療
費
、
注
射
料
、
処
方
箋
料
、
薬
剤

料
、
相
談
料
な
ど

■
対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

１
．
夫
婦
と
も
に
南
小
国
町
に
住
民
票

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

２
．
医
療
保
険
各
法
に
よ
る
被
保
険
者
、

組
合
員
又
は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ

と
。

３
．
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
及
び
同

一
世
帯
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な

い
こ
と
。

４
．
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
治
療
期

間
の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
。

■
助
成
額

　

１
年
度
（
４
月
～
翌
年
３
月
末
日
）

に
つ
き
夫
婦
１
組
あ
た
り

上
限
20
万
円

※
治
療
回
数
の
制
限
な
し

■
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎
０
９
６
７（
４
２
）１
１
１
３

　

申
請
や
ご
相
談
は
、
保
健
師
ま
で
お

声
か
け
く
だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民課
保健衛生係
☎0967-42-1113
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確
定
申
告
資
料
の
保
管
に
つ
い
て

　

10
月
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
、所
得
税
・

住
民
税
の
確
定
申
告
に
使
用
す
る
書
類
が

関
係
各
所
か
ら
郵
送
な
ど
で
お
手
元
に
届

き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
確
認
と
、
保
管

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

送
付
書
類
の
例

・
令
和
７
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
令
和
７
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
・
生
命
保
険
料
払
込
証
明
書

・
医
療
費
通
知
書

　

職
場
や
年
金
事
務
所
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
届
き
ま

し
た
ら
申
告
時
ま
で
大
切
に
保
管
を
お
願

い
し
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎
０
９
６
７（
２
２
）０
５
５
１

消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
を

選
択
さ
れ
る
方
へ

　

こ
れ
ま
で
消
費
税
の
免
税
事
業
者
で

あ
っ
た
個
人
事
業
者
の
方
が
、
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
と
し
て
登
録
を
受
け
た
場

合
は
、
令
和
７
年
分
の
消
費
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
登

録
し
た
こ
と
に
よ
り
課
税
事
業
者
と
な
っ

た
場
合
で
、
令
和
７
年
分
の
消
費
税
申
告

に
お
い
て
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ
る

方
は
、「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

出
書
」
を
令
和
７
年
中
（
12
月
31
日
ま
で
）

に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
を
受

け
て
い
る
事
業
者
は
、
事
業
を
廃
止
し
た

場
合
を
除
き
、
２
年
間
継
続
し
て
適
用
し

た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
適
用
を
や
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い

て
も
、
消
費
税
の
申
告
に
つ
い
て
簡
易
に

計
算
で
き
る
経
過
措
置
（
２
割
特
例
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
７
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申

告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
電
子
送

付
希
望
の
登
録
を
す
る
こ
と
で
、
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
で
利
用
で
き
る
電
子
版
の
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
登
録
を

す
る
と
郵
送
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
）。

　

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２

月
上
旬
（
電
子
送
付
は
１
月
下
旬
）
に
送

ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

税

お問い合わせ先
税務課
税務係
☎0967-42-1118

年
金

お問い合わせ先
町民課
戸籍住民係
☎0967-42-1113

（見本）
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令
和
６
年
度
の
決
算

　

決
算
と
は
「
ま
ち
の
家
計
簿
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
１
年
間
（
４

月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま

で
）
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
町
に

入
り
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た
の
か
、
収

入
と
支
出
を
会
計
ご
と
に
計
算
し

て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
町
の
会
計
に
は

「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会
計
」

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
「
一
般
会

計
」
は
、
福
祉
・
医
療
・
農
業
・

防
災
・
教
育
な
ど
の
た
め
に
使
わ

れ
る
お
金
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
会
計
で
す
。
「
特
別
会

計
」
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た

め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
、
一
般
会

計
と
は
別
の
収
支
に
な
り
ま
す
。

南
小
国
町
に
は
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
が

あ
り
、
令
和
６
年
度
か
ら
水
道
事

業
及
び
下
水
道
事
業
は
公
営
企
業

会
計
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
65
億
４
，
０
４
７
万

円
、
歳
出
60
億
６
，
６
１
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

「
歳
入
」
は
町
に
入
っ
て
き
た

お
金
の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計

簿
に
例
え
る
と
収
入
に
当
た
り

ま
す
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
５
，

７
６
０
万
円
の
増
額
（
０
・
９
％

南小国町の家計簿は　どうなっているの？
町では、皆さんから納めてもらった税金や国・県からの補助金などが「まちづくり」にどのように使われ
ているのかを知ってもらうために、年度ごとの予算や決算をお知らせしています。今回は、令和６年度の
決算と、令和７年度上半期（令和７年４月１日～令和７年９月 30 日）の予算の執行状況を見てみましょう。

金額
（万円）

構成比
（％）

（依存財源その他の内訳）

地方消費税交付金 10,489 1.6

地方譲与税 8,946 1.4

環境性能割交付金 651 0.1

株式等譲渡所得割交付金 235 0.0

配当割交付金 140 0.0

法人事業税交付金 982 0.2

地方特例交付金 1,483 0.2

交通安全対策特別交付金 51 0.0

利子割交付金 12 0.0

（自主財源その他の内訳）

分担金及び負担金 20,190 3.1

使用料及び手数料 6,685 1.0

諸収入 5,913 0.9

繰入金 37,257 5.7

財産収入 2,066 0.3

町民の皆さんに使われたお金
一人当たり 1,614,199 円

町民の皆さんが納めた町税
一人当たり 119,862 円

決算年度末　住基人口　3,758 人

一般会計歳入　　　65 億 4,047 万円

その他
7億2,111万円

（11.0％）

その他
7億2,111万円

（11.0％）

寄付金
12億0,086万円

（18.4％）

寄付金
12億0,086万円

（18.4％）

町税
4億5,044万円

（6.9％）

町税
4億5,044万円

（6.9％）
繰越金

4億5,708万円
（7.0％）

その他
2億2,987万円

（3.5％）

その他
2億2,987万円

（3.5％） 町債 3億2,046万円 （4.9％）

国庫支出金
5億3,302万円

（8.1％）

国庫支出金
5億3,302万円

（8.1％）

地方交付税
23億0,710万円

（35.3％）
自主財源

（43.3％） 依存財源
（56.7％）

県支出金
3億2,053万円

（4.9％）

県支出金
3億2,053万円

（4.9％）

県支出金
3億2,053万円

（4.9％）

（億円）
歳入・歳出の推移

63
66

65

65

65

56
59 59 60 61

35

40

45

50

55

60

65

70

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
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南小国町の家計簿は　どうなっているの？

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
は
、
町
税
な
ど
町

が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
「
自
主

財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

る
「
依
存
財
源
」
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
町
税
・
前
年
度
繰
越

金
・
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は

28
億
２
，
９
４
９
万
円
で
、
全
体

の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
交
付
税
・
国
県
支
出

金
・
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
は

37
億
１
、
０
９
８
万
円
で
、
全
体

の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

「
歳
出
」
は
町
が
使
っ
た
お
金

の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計
簿
に
例

え
る
と
支
出
に
当
た
り
ま
す
。
前

年
度
と
比
べ
る
と
４
，
０
３
８
万

円
の
増
額
（
０
・
７
％
の
増
）
と

な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
黒
字
決
算

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が

78
億
５
，
４
８
５
万
円
、
歳
出

が
73
億
４
，
８
４
６
万
円
で
、

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

５
億
６
３
９
万
円
の
黒
字
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
令
和
７
年
度
に

９
，
４
６
９
万
円
を
繰
り
越
し

た
た
め
、
実
質
的
な
収
支
額
は

４
億
１
，
１
７
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特別会計 金額
（万円）

国民健康保険
歳入 5 億 4,494
歳出 5 億 3,935

介護保険
歳入 6 億 9,085
歳出 6 億 6,443

後期高齢者医療
歳入 7,859
歳出 7,851

公営企業会計
簡易水道事業

収益的収入 1 億 9,862
収益的支出 1 億 9,640
資本的収入 4,106
資本的支出 8,817

公共下水道事業
収益的収入 1 億 5,887
収益的支出 2 億 1,927
資本的収入 1 億 971
資本的支出 1 億 1,032

こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

土
木
費　

〇
町
道
瓜
上
矢
田
原
線

道
路
改
良
工
事
〇
町
道
田
ノ
原
白

川
線
歩
道
整
備
工
事
○
橋
梁
定
期

点
検
業
務
委
託

農
林
水
産
業
費
・
商
工
費　

〇
飼

料
・
燃
料
費
高
騰
対
策
補
助
金
○

粗
飼
料
活
用
事
業
補
助
金
〇
南
小

国
町
町
民
向
け
商
品
券
発
行
事
業

〇
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然

防
止
・
抑
制
に
よ
る
観
光
推
進
事

業
業
務
委
託

民
生
費
・
衛
生
費　

○
児
童
手
当

の
支
給
○
子
育
て
支
援
医
療
費
助

成
金
○
各
種
予
防
接
種
・
検
診

総
務
費
・
消
防
費　

〇
ふ
る
さ
と

納
税
業
務
委
託
○
南
小
国
夢
チ
ャ

レ
ン
ジ
補
助
金
○
タ
ク
シ
ー
利
用

費
助
成
事
業
〇
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

教
育
費　

〇
小
学
校
空
調
設
備
設

置
工
事
○
社
会
教
育
団
体
等
へ
の

助
成
〇
小
学
校
給
食
費
補
助

災
害
復
旧
費　

○
水
路
災
害
復
旧

工
事

一般会計歳出　　　60 億 6,617 万円

消防費
1億5,246万円

（2.5％）商工費
1億2,499万円

（2.1％）

議会費
5,617万円
（0.9％） 諸支出金

0万円
（0.0％）

教育費
2億9,153万円

（4.8％）

教育費
2億9,153万円

（4.8％）

土木費
 4億4,801万円（7.4％）
土木費
 4億4,801万円（7.4％）

災害復旧費
1億4,224万円

（2.3％）

災害復旧費
1億4,224万円

（2.3％）

民生費
8億6,472万円

（14.3％）

農林水産業費
4億5,560万円

（7.5％）

農林水産業費
4億5,560万円

（7.5％）

公債費
3億5,317万円

（5.8％）

公債費
3億5,317万円

（5.8％）

衛生費
6億5,634万円

（10.8％）

衛生費
6億5,634万円

（10.8％）

総務費
25億2,094万円

（41.6％）
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収入 金額 歳入の内容
給料 45 万円 町税
パート収入 7 万円 使用料及び手数料
実家からの援助 316 万円 地方交付税、国・県支出金
ローン・借入金 32 万円 町債
不動産収入 2 万円 財産収入
事業収入 120 万円 ふるさと納税
貯金の取り崩し 37 万円 繰入金
前年度からの繰越金 46 万円 繰越金
その他の収入 49 万円 その他
年間収入合計 654 万円

支出 金額 歳出の内容
食費 91 万円 人件費
医療費・教育費 31 万円 扶助費
ローンの返済 35 万円 公債費
光熱水費・日用品の購入 106 万円 物件費
家電や車の修理 4 万円 維持補修費
事業支出 60 万円 ふるさと納税経費
自治会費 105 万円 補助費
子どもへの仕送り 25 万円 繰出金
貯金 84 万円 積立金
知人に貸したお金 0 万円 出資金・貸付金
家の増改築・車の購入 66 万円 投資的経費（建設事業費など）
年間支出合計 607 万円

南小国町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15％ 20％

連結実質赤字比率 ― 20％ 30％

実質公債費比率 7.5％ 25％ 35％

将来負担比率 ― 350％ ／

南
小
国
さ
ん
家
の

家
計
簿

財
政
健
全
化
比
率

ま
ち
の
決
算
を
家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
る
と

ま
ち
の
財
政
は
健
全
な
の
？

　

ま
ち
の
財
政
は
金
額
が
大
き
く
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
も
の
…
。
そ
こ
で
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
の
決

算
額
を
１
０
０
０
分
の
１
に
し
て
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
て
み
ま
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
い
て
、

令
和
６
年
度
の
決
算
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

「
資
金
不
足
比
率
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
南
小
国
町
は
赤
字
も
資
金

不
足
も
生
じ
ず
、
健
全
な
財
政
を
保
っ
て
い
ま
す
。

特別会計の名称 南小国町 経営健全化基準

簡易水道事業会計 ― 20％

下水道事業会計
（特定環境保全公共下水道事業） ― 20％

下水道事業会計
（農業集落排水事業） ― 20％

下水道事業会計
（特定地域生活排水処理事業） ― 20％

用語の説明
実質赤字比率	 一般会計の赤字額の割合　
連結実質赤字比率	 すべての会計を合わせた赤字額の割合
実質公債費比率	 一般会計が負担した公債費 (借り入れ金 )などの返済額の割合
将来負担比率	 一般会計が将来負担すべき負債残高 (地方債残高など )の割合
資金不足比率	 公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合

実質赤字比率と連結実質赤字比率は実質赤字額がないため「－」で表示しています

資金不足がないため「－」で表示しています

■資金不足比率

■健全化判断比率
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6 0 6 2 7 6 4 8 1 5 円 8 円 0 、 億

万 万 万 万 万 万 万 万 万 万 万 万 5 1

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 0 、

( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( ( 0 9

20 37 21 19 17 35 50 54 41 54 66 0 万 3

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 円 4

5 5 6 0 7 8 9 3 8 1 7 0 万

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 円

） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

地
方
交
付
税

そ
の
他

分
担
金
及
び

負
担
金

地
方
消
費
税

交
付
金

財
産
収
入

県
支
出
金

町
税

繰
越
金

寄
付
金

国
庫
支
出
金

町
債

繰
入
金

民
生
費

災
害
復
旧
費

議
会
費

教
育
費

予
備
費

総
務
費

土
木
費

衛
生
費

公
債
費

農
林
水
産
業

費 消
防
費

商
工
費

令
和
７
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

財
政
事
情
の
公
表

《　特　別　会　計　》
会　計　名 　予算額 　収入額 　収入率 　執行額 執行率

国 民 健 康 保 険 5億 5,952万円 2億 2,787万円 40.7％ 1億 7,915万円 32.0％
介 護 保 険 7億 3,999万円 3億 1,050万円 42.0％ 2億 7,373万円 37.0％
後 期 高 齢 者 医 療 9,100万円 3,019万円 33.2％ 2,391万円 26.3％

合　　　計 13億 9,051万円 5億 6,856万円 40.9％ 4億 7,679万円 34.3％

《　公営企業会計　》
水道事業会計 当初予算額 補正額 執行額 執行率

収　益　的
収　　入 1億 5,820万円 237万円 5,477万円 34.1％
支　　出 1億 6,262万円 312万円 1,798万円 10.8％

資　本　的
収　　入 2億 4,203万円 6,100万円 5万円 0.0％
支　　出 2億 8,734万円 1億 1,003万円 4,251万円 10.7％

下水道事業会計 当初予算額 補正額 執行額 執行率

収　益　的
収　　入 2億 2,792万円 681万円 2,309万円 9.8％
支　　出 2億 3,166万円 940万円 9,451万円 39.2％

資　本　的
収　　入 5,624万円 0万円 0万円 0.0％
支　　出 1億 1,582万円 63万円 5,414万円 46.5％

支出済額　１７億５，４２３万円

予算総額　６４億５，２３６万円

収入済額　２９億２，８９４万円

歳
入

収
入
額
（
％
は
収
入
率
）

歳
出

執
行
額
（
％
は
執
行
率
）
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秋
の
火
災
予
防
運
動

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
～
11
月
15
日
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
、
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
へ
の
意

識
を
強
く
持
ち
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
事
が
目
的
で
す
。

　

今
一
度
火
災
予
防
へ
の
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

◇
全
国
統
一
防
火
標
語

　

急
ぐ
日
も

　
　
　

足
止
め
火
を
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　

準
備
よ
し

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
側
を
離
れ
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

③
防
炎
物
品
を
使
用
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る
。

定
期
異
動
の
お
知
ら
せ

定
期
異
動
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
付
け
で
北
部
分
署
の
定
期
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。

他
署
所
へ
異
動
し
た
職
員

　

中
村　

定
和　
『
中
部
消
防
署
』

　

下
村　

純
平　
『
南
部
分
署
』

　

西
村　

亮　
　
『
野
尻
草
部
分
駐
所
』

北
部
分
署
に
異
動
し
た
職
員

　

東　
　

賢
典　
『
消
防
１
課
』

　

阿
蘇
品　

悟　
『
消
防
１
課
』

　

後
藤　

吉
淳　
『
消
防
１
課
』

　

麻
生　

泰
伸　
『
消
防
２
課
』

　

河
津　

武
史　
『
消
防
３
課
』

　

新
体
制
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
ポ
ル
ノ
の

児
童
ポ
ル
ノ
の根

絶
を
目
指
し
て

根
絶
を
目
指
し
て

　

児
童
ポ
ル
ノ
は
、
児
童
の
性
的
被
害
や

性
的
虐
待
を
受
け
て
い
る
記
録
で
あ
り
、

児
童
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

す
。

　

近
年
、
児
童
ポ
ル
ノ
事
犯
の
中
に
は
、

被
害
児
童
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
知
り
合
っ
た
相

手
か
ら
脅
さ
れ
た
り
、
騙
さ
れ
た
り
し
て

裸
の
画
像
を
送
信
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ら
の
画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
拡
散
さ
れ
る
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ひ
と
た
び
児
童
ポ
ル
ノ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
流
出
す
れ
ば
回
収
は
事
実
上

不
可
能
で
あ
り
、
被
害
児
童
の
苦
し
み
は

将
来
に
わ
た
っ
て
続
き
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
製
造
、
提

供
、
公
然
陳
列
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
取

締
り
を
行
い
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
根
絶
を
目

指
し
ま
す
。

児
童
虐
待
の
防
止

児
童
虐
待
の
防
止

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
（
親
権
を
行

う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
児

童
を
現
に
監
護
す
る
も
の
。）
が
そ
の
監
護

す
る
児
童
（
18
歳
に
満
た
な
い
者
）
に
つ

い
て
行
う
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待

○
性
的
虐
待

○
ネ
グ
レ
ク
ト

○
心
理
的
虐
待

　

ま
た
、
体
罰
も
、「
児
童
虐
待
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
し
つ
け
」
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ

ず
に
電
話
等
に
よ
る
通
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

連
絡
を
し
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

◆
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
　
☎
１い

ち
は
や
く

８
９
　
」

（
24
時
間
対
応
で
、
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
お問い合わせ先
北 部 分 署
☎0967-46-4411

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
お問い合わせ先
小国警察署
☎0967-46-2110
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道路に隣接した山林等の管理について道路に隣接した山林等の管理について
　道路に隣接した山林等の樹木が倒れたり、大木の枝が折れることで、電線を切断したり、車両
の通行に支障をきたす事象が多発しております。
　倒木等は車両等の通行を妨げるだけでなく、第三者へ被害を与えることもあります。
※倒木等が原因で歩行者や自動車等に損害が発生した場合、被害者から所有者の管理責任を問わ
れることがあります。

　道路を安全に通行するため、一定の幅、一定の高さの範囲内に通行の障害となるものを設けて
はならない区域として建築限界が定められています。倒木となりうる樹木等や建築限界内に張り出
した樹木等の伐採にご協力お願いします。

※電線の切断や車両等の通行を妨げている状況

　令和７年度 企業版ふるさと納税による寄附をいただいた企業のご紹介　　令和７年度 企業版ふるさと納税による寄附をいただいた企業のご紹介　
　町では、人口減少に歯止めをかけるとともに、持続可能な地域づくりを推進していくため、様々な
地方創生の取組みを進めています。町の取組みを支援するために、企業の皆様より企業版ふるさと納
税による寄附をいただきましたので、ご紹介します。なお、企業名と金額につきましては、了承をい
ただいた企業のみ掲載しています。

企業名 企業所在地 寄附金額 寄附年月
アドヴェンチャーホールディングス㈱ 福岡市東区 2,500,000 円 令和７年８月
㈱三和測量設計社 熊本市東区 非公表 令和７年９月
㈲佐藤設計事務所 益城町 非公表 令和７年１０月
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５６７回市（１０月８日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 15,900 13,600 10,000

18～22㎝ 13,200 12,000 10,500

24～28㎝ 13,000 12,000 11,000

30㎝上 13,500 12,000 10,500

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 13,000 10,900

18～22㎝ 13,200 10,800

24～28㎝ 13,900 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 20,000 19,000 15,100

18～22㎝ 19,600 19,400 15,000

24～28㎝ 17,700 14,900

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,240.631 13,560,541 10,930

桧 51.832 727,214 14,030

杉、桧 91.511 768,573 8,399

合　計 1,383.974 15,056,328 10,879

令和７年度　阿蘇広域行政事務組合職員採用試験案内
１．第１次試験日　　令和７年１２月１４日（日）
２．受 付 期 間　　令和７年１１月１０日（月）から令和７年１２月１日（月）まで
　　　　　　　　　　（土、日、祝日を除く）
　　　　　　　　　　受付時間は、午前８時３０分から午後５時まで
３．採 用 日　　令和 8年 4月 1日（水）
４．試験区分等

区　分 職　種 採用予定人数 職務内容 受験資格

高等学校
卒業程度

一般事務 ５人程度
事務部局・議会事務局に
勤務し、一般事務に従事
します。

平成２年４月２日から
平成２０年４月１日まで
に生まれた人

※詳細は、阿蘇広域行政事務組合ホームページでお知らせしております。

試験に関するお問い合わせ先
阿蘇広域行政事務組合 事務局総務課人事係　☎０９６７ー２４ー５１１１
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　　　　　　 　定期法律相談について

　桜樹法律事務所の弁護士による法律相談を開
催します。相談をご希望の方は、お早めにお電
話にてご予約ください。相談は無料です。

■日時
11 月 21 日（金）午後 1 時 30 分～

■場所
南小国町役場 会議室

■お問い合わせ先
町民課 戸籍住民係 ☎ 0967 − 42 − 1113

※役場の定期法律相談は、毎奇数月（1，3，5，7，
9，11 月）の年計 6 回を予定しております。

　  　　　　  　　　令和８年南小国町
　　　　　　　　「二十歳を祝う会」の開催　

　南小国町では、平成 17 年 4 月 2 日～平成 18
年 4 月 1 日生まれの方を対象に「二十歳を祝う
会」（旧成人式）を開催いたします。
　対象者及びご家族の方は、11 月 14 日（金）
までに、教育委員会あてに出欠書類の提出をお
願いします。
　なお、事前に出席申込をされない場合は、当
日の入場ができませんのでご注意ください。

■日時
令和 8 年 1 月 3 日（土）
・受付　午後 1 時～
・開式　午後 1 時 30 分

■場所
南小国町役場内きよらホール

■お申込み・お問い合わせ先
教育委員会　☎ 0967 − 42 − 0047

　　　　　　   　犬を飼うためのルール

　犬を飼うためには、ルールの順守や周囲の方
への気遣いが必要です。

①放し飼いの禁止
②汚物等の適正な処理及び犬小屋内外の清潔の

保持
③他人の土地建物を汚損、損傷することの防止
④逃げた場合の飼い主自身による捜索、収容
⑤しつけの徹底

愛犬と一緒に地域で楽しく暮らすため、ルール
や気遣い等の再確認をお願いします。

■お問い合わせ先
町民課 保健衛生係 ☎ 0967 − 42 − 1113

お知らせ お知らせ

お知らせ　　　　　　
　　　　　　　　　

11月10日～12月10日
―熊本県人権月間―

　人権をより身近なものと考えるきっかけをつ
くるとともに、人権に対する正しい理解と認識
を深めるため、熊本県人権フェスティバルをは
じめとして、パネル展、シンポジウム・講演会・
研修会など、熊本県や各市町村による人権に関
する様々なイベントが県内各地で行われます。
　南小国町では、1２月７日(日)９時から役場き
よらホールで「第2０回きよら人権デー」が開催
されます。ぜひご参加ください。

▼コッコロ
▼イベント情報　　熊本県人権啓発キャラクター

お知らせ

■お問い合わせ先
熊本県人権同和政策課　☎096 － 333 － 2299
きよら人権デーについては
南小国町教育委員会　☎0967 － 42 － 0047
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　　　　　　 　定期法律相談について

　桜樹法律事務所の弁護士による法律相談を開
催します。相談をご希望の方は、お早めにお電
話にてご予約ください。相談は無料です。

■日時
11 月 21 日（金）午後 1 時 30 分～

■場所
南小国町役場 会議室

■お問い合わせ先
町民課 戸籍住民係 ☎ 0967 − 42 − 1113

※役場の定期法律相談は、毎奇数月（1，3，5，7，
9，11 月）の年計 6 回を予定しております。

　  　　　　  　　　令和８年南小国町
　　　　　　　　「二十歳を祝う会」の開催　

　南小国町では、平成 17 年 4 月 2 日～平成 18
年 4 月 1 日生まれの方を対象に「二十歳を祝う
会」（旧成人式）を開催いたします。
　対象者及びご家族の方は、11 月 14 日（金）
までに、教育委員会あてに出欠書類の提出をお
願いします。
　なお、事前に出席申込をされない場合は、当
日の入場ができませんのでご注意ください。

■日時
令和 8 年 1 月 3 日（土）
・受付　午後 1 時～
・開式　午後 1 時 30 分

■場所
南小国町役場内きよらホール

■お申込み・お問い合わせ先
教育委員会　☎ 0967 − 42 − 0047

　　　　　　   　犬を飼うためのルール

　犬を飼うためには、ルールの順守や周囲の方
への気遣いが必要です。

①放し飼いの禁止
②汚物等の適正な処理及び犬小屋内外の清潔の

保持
③他人の土地建物を汚損、損傷することの防止
④逃げた場合の飼い主自身による捜索、収容
⑤しつけの徹底

愛犬と一緒に地域で楽しく暮らすため、ルール
や気遣い等の再確認をお願いします。

■お問い合わせ先
町民課 保健衛生係 ☎ 0967 − 42 − 1113

お知らせ お知らせ

お知らせ　　　　　　
　　　　　　　　　

11月10日～12月10日
―熊本県人権月間―

　人権をより身近なものと考えるきっかけをつ
くるとともに、人権に対する正しい理解と認識
を深めるため、熊本県人権フェスティバルをは
じめとして、パネル展、シンポジウム・講演会・
研修会など、熊本県や各市町村による人権に関
する様々なイベントが県内各地で行われます。
　南小国町では、1２月７日(日)９時から役場き
よらホールで「第2０回きよら人権デー」が開催
されます。ぜひご参加ください。

▼コッコロ
▼イベント情報　　熊本県人権啓発キャラクター

お知らせ

■お問い合わせ先
熊本県人権同和政策課　☎096 － 333 － 2299
きよら人権デーについては
南小国町教育委員会　☎0967 － 42 － 0047
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　　　　　　　　　　　　社協へのご寄附のお礼

　故人の香典返しとして、多額のご寄附をいただきました。
心よりお礼申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りいたします。

大塚  順也　様  陣ノ前　（故）   スミ子 様
 （令和 7 年 9 月 29 日までの受付分）　

また、一般寄附として、次の方より多額のご寄附を賜りました。

立脇　良基　様
立脇　由紀　様

皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会

令和 7 年 12 月 町民カレンダー　

寄　附

休日在宅医

いつまでもお幸せに

寺世  風雅・鷲田  果歩   白川

●予定が変更になることがありますので、受診される前に必
ず、医療機関に電話でご確認ください。
●受診される場合は、必ず保険証等を持参してください。保険
証等がない場合は、実費診療になります。

日付 当番科目 医療機関名 電話番号

11/9（日）〜
12/7（日） 内科・外科・整形外科 小国公立病院 0967-46-3111

11/9（日） 内科・消化器科・小児科 古閑医院 0967-22-3000

11/16（日） 内科・整形外科 大阿蘇病院 0967-22-2111

11/23（日） 内科・外科 問端医院 0967-32-0102

11/24（月） 内科・眼科 小野主生医院 0967-32-0039

11/30（日） 内科・外科 阿蘇温泉病院 0967-32-0881

12/7（日） 小児科 たくもと小児科クリニック 0967-34-2202

項目 日時 場所 連絡先

消費生活相談 毎週火曜・木曜
午前 9 時〜午後 4 時 

毎週火曜日  小国町
毎週木曜日  南小国町

総務課
0967-42-1112

就職相談
ジョブカフェ
阿蘇ブランチ

12 月 17 日（水）
午後 1 時〜午後 4 時 30 分

役場会議室
福祉課

0967-22-8178

出張年金相談
（※要予約）

12 月 5 日（金）
午前 10 時〜午後 3 時 おぐに町民センター

熊本東年金事務所

0967-367-2503

乳児健診 12 月 3 日（水）
午後 1 時 15 分〜 おぐに町民センター

町民課
0967-42-11133 歳児健診 12 月 18 日（木）

午後 1 時 15 分〜 おぐに町民センター

5 歳児健診 12 月 11 日（木）
午後 1 時 30 分〜 役場 別館 2 階

さくら荘カフェ 12 月 19 日（金）
午後 1 時 30 分〜午後 3 時 さくら荘

社会福祉協議会
0967-42-1501

無料法律相談 12 月 13 日（土）
午前 10 時〜正午

福祉センター
りんどう荘

戸籍の窓

町の人口（8 月末現在）

世帯数　 1,898 戸

　男　　 1,795 人

　女　　 1,965 人

　計　　 3,760 人

（-7）
〈+19〉
（-8）
〈-27〉
（-5）  
〈-32〉
（-13）
〈-59〉

※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

※掲載を希望された人のみ掲載（敬称略）

4 コマ

おくやみ申し上げます

9/18   大塚　スミ子 94  陣の前

10/8   太田　賢治　 80  陣内

10/9   佐藤　須磨子 94  落見

10/11 松岡　明一　 73  志津上

10/15 佐藤　忠吾　 77  竹の熊

　　　　　   第 14 回くまもと子ども・若者
　　　　　　　　　   “ よりそい ” シンポジウム　

　今回は、小児科医としての臨床経験をもとに、
子どもの発達や心身の特性、現代社会が抱える
課題を見つめながら、私たち大人に何ができる
のかをテーマに、皆さんと一緒に考えます。料
金は無料です。

■日時
令和 7 年 11 月 29 日（土）
午後 1 時～午後 4 時
●第一部 午後 1 時 10 分～午後 3 時
子どもを育む遺伝の力・環境の力・おとなの力
●講師
慶應義塾大学医学部名誉教授
高橋 孝雄 氏
●第二部 午後 3 時 10 分～午後 4 時
各機関との交流会 ※会場参加のみ可
■会場
くまもと県民交流館パレア 10 階パレアホール
熊本市中央区手取本町 8 − 9
■お申込み・お問い合わせ先
熊本県子ども・若者総合相談センター
～ COCON ここん ～
☎ 096 − 387 − 7000
月～金 午前 8 時 30 分～午後 9 時

お申し込み用 QR▶

　　　　      　 　保育園入園説明会

　南小国町立保育園の来年度入園説明会では、保
育園での活動内容や申込書の書き方、添付書類に
関することなどをお知らせします。
　2 回とも同じ内容です。定員 15 名の予約制です
のでご希望のお時間を事前にご連絡ください。定
員に達し次第締め切りますので、ご希望のお時間
に添えない場合がございます。

■日時
令和 7 年 11 月 17 日（月）
1 回目：午前 10 時から
2 回目：午後 1 時 30 分から
■会場
地域福祉センターりんどう荘

（赤馬場 3388 − 1）
■その他

年度途中入園をご希望の方も今回の受付期間に
申し込みをしてください。入園基準に該当してい
ても各園の定員等により入園できない場合もあり
ますのでご了承ください。

■お申込み・お問い合わせ先
福祉課 保育児童係 ☎ 0967 − 42 − 1117

　　　　　　    　出張地活の開催

　南小国町にお住まいの障がいのある方やその
ご家族、そのほか心の事で悩まれている方やそ
のご家族を対象に、阿蘇きぼうの家が出張地活
として、相談会や簡単な手芸といった活動を行
います。お気軽にご参加ください。
■日時
令和 7 年 11 月 25 日（火）
午後 1 時 30 分～午後 3 時
■場所
南小国町役場 別館会議室

（肥後銀行が入っている建物の 2 階です）
■内容
・悩み事相談（相談支援事業所「時計台」より

専門の相談員がお話を伺います。）
・手芸教室（簡単な貼り絵を行います。）
・参加費は無料です。
※悩み事相談での個人情報及び内容等の秘密は
固く守られます。
■お問い合わせ先
阿蘇きぼうの家 ☎ 0967 − 34 − 0580
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お知らせお知らせ

お知らせ　　　　　　　　保育園の入園申込み受付

　来年度の南小国町立保育園の入園申し込みを
次のとおり受付けます。なお、在園児については、
現在利用している園を通じ、関係書類を配布し
ます。

■受付期間
11 月 21 日（水）～ 12 月 19 日（金）

■お申込み・お問い合わせ先
福祉課 保育児童係
☎ 0967 − 42 − 1117

■保育園一覧
市原保育園（定員 90 名）
☎ 0967 − 42 − 0135

中原保育園（定員 20 名）
☎ 0967 − 42 − 1453

黒川保育園（定員 30 名）
☎ 0967 − 44 − 0150

募　集
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　　　　　　　　　　　　社協へのご寄附のお礼

　故人の香典返しとして、多額のご寄附をいただきました。
心よりお礼申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りいたします。

大塚  順也　様  陣ノ前　（故）   スミ子 様
 （令和 7 年 9 月 29 日までの受付分）　

また、一般寄附として、次の方より多額のご寄附を賜りました。

立脇　良基　様
立脇　由紀　様

皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会

令和 7 年 12 月 町民カレンダー　

寄　附

休日在宅医

いつまでもお幸せに

寺世  風雅・鷲田  果歩   白川

●予定が変更になることがありますので、受診される前に必
ず、医療機関に電話でご確認ください。
●受診される場合は、必ず保険証等を持参してください。保険
証等がない場合は、実費診療になります。

日付 当番科目 医療機関名 電話番号

11/9（日）〜
12/7（日） 内科・外科・整形外科 小国公立病院 0967-46-3111

11/9（日） 内科・消化器科・小児科 古閑医院 0967-22-3000

11/16（日） 内科・整形外科 大阿蘇病院 0967-22-2111

11/23（日） 内科・外科 問端医院 0967-32-0102

11/24（月） 内科・眼科 小野主生医院 0967-32-0039

11/30（日） 内科・外科 阿蘇温泉病院 0967-32-0881

12/7（日） 小児科 たくもと小児科クリニック 0967-34-2202

項目 日時 場所 連絡先

消費生活相談 毎週火曜・木曜
午前 9 時〜午後 4 時 

毎週火曜日  小国町
毎週木曜日  南小国町

総務課
0967-42-1112

就職相談
ジョブカフェ
阿蘇ブランチ

12 月 17 日（水）
午後 1 時〜午後 4 時 30 分

役場会議室
福祉課

0967-22-8178

出張年金相談
（※要予約）

12 月 5 日（金）
午前 10 時〜午後 3 時 おぐに町民センター

熊本東年金事務所

0967-367-2503

乳児健診 12 月 3 日（水）
午後 1 時 15 分〜 おぐに町民センター

町民課
0967-42-11133 歳児健診 12 月 18 日（木）

午後 1 時 15 分〜 おぐに町民センター

5 歳児健診 12 月 11 日（木）
午後 1 時 30 分〜 役場 別館 2 階

さくら荘カフェ 12 月 19 日（金）
午後 1 時 30 分〜午後 3 時 さくら荘

社会福祉協議会
0967-42-1501

無料法律相談 12 月 13 日（土）
午前 10 時〜正午

福祉センター
りんどう荘

戸籍の窓

町の人口（8 月末現在）

世帯数　 1,898 戸

　男　　 1,795 人

　女　　 1,965 人

　計　　 3,760 人

（-7）
〈+19〉
（-8）
〈-27〉
（-5）  
〈-32〉
（-13）
〈-59〉

※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

※掲載を希望された人のみ掲載（敬称略）

4 コマ

おくやみ申し上げます

9/18   大塚　スミ子 94  陣の前

10/8   太田　賢治　 80  陣内

10/9   佐藤　須磨子 94  落見

10/11 松岡　明一　 73  志津上

10/15 佐藤　忠吾　 77  竹の熊
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　　　　　   第 14 回くまもと子ども・若者
　　　　　　　　　   “ よりそい ” シンポジウム　

　今回は、小児科医としての臨床経験をもとに、
子どもの発達や心身の特性、現代社会が抱える
課題を見つめながら、私たち大人に何ができる
のかをテーマに、皆さんと一緒に考えます。料
金は無料です。

■日時
令和 7 年 11 月 29 日（土）
午後 1 時～午後 4 時
●第一部 午後 1 時 10 分～午後 3 時
子どもを育む遺伝の力・環境の力・おとなの力
●講師
慶應義塾大学医学部名誉教授
高橋 孝雄 氏
●第二部 午後 3 時 10 分～午後 4 時
各機関との交流会 ※会場参加のみ可
■会場
くまもと県民交流館パレア 10 階パレアホール
熊本市中央区手取本町 8 − 9
■お申込み・お問い合わせ先
熊本県子ども・若者総合相談センター
～ COCON ここん ～
☎ 096 − 387 − 7000
月～金 午前 8 時 30 分～午後 9 時

お申し込み用 QR▶

　　　　      　 　保育園入園説明会

　南小国町立保育園の来年度入園説明会では、保
育園での活動内容や申込書の書き方、添付書類に
関することなどをお知らせします。
　2 回とも同じ内容です。定員 15 名の予約制です
のでご希望のお時間を事前にご連絡ください。定
員に達し次第締め切りますので、ご希望のお時間
に添えない場合がございます。

■日時
令和 7 年 11 月 17 日（月）
1 回目：午前 10 時から
2 回目：午後 1 時 30 分から
■会場
地域福祉センターりんどう荘

（赤馬場 3388 − 1）
■その他

年度途中入園をご希望の方も今回の受付期間に
申し込みをしてください。入園基準に該当してい
ても各園の定員等により入園できない場合もあり
ますのでご了承ください。

■お申込み・お問い合わせ先
福祉課 保育児童係 ☎ 0967 − 42 − 1117

　　　　　　    　出張地活の開催

　南小国町にお住まいの障がいのある方やその
ご家族、そのほか心の事で悩まれている方やそ
のご家族を対象に、阿蘇きぼうの家が出張地活
として、相談会や簡単な手芸といった活動を行
います。お気軽にご参加ください。
■日時
令和 7 年 11 月 25 日（火）
午後 1 時 30 分～午後 3 時
■場所
南小国町役場 別館会議室

（肥後銀行が入っている建物の 2 階です）
■内容
・悩み事相談（相談支援事業所「時計台」より

専門の相談員がお話を伺います。）
・手芸教室（簡単な貼り絵を行います。）
・参加費は無料です。
※悩み事相談での個人情報及び内容等の秘密は
固く守られます。
■お問い合わせ先
阿蘇きぼうの家 ☎ 0967 − 34 − 0580
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お知らせお知らせ

お知らせ　　　　　　　　保育園の入園申込み受付

　来年度の南小国町立保育園の入園申し込みを
次のとおり受付けます。なお、在園児については、
現在利用している園を通じ、関係書類を配布し
ます。

■受付期間
11 月 21 日（水）～ 12 月 19 日（金）

■お申込み・お問い合わせ先
福祉課 保育児童係
☎ 0967 − 42 − 1117

■保育園一覧
市原保育園（定員 90 名）
☎ 0967 − 42 − 0135

中原保育園（定員 20 名）
☎ 0967 − 42 − 1453

黒川保育園（定員 30 名）
☎ 0967 − 44 − 0150

募　集
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きよら祭り
　10 月 16 日、秋の恒例イベントとして、きよら祭りが開催されました。

会場には多くの出店が立ち並び、特設ステージでは吉原岩戸神楽や中原

楽が披露されました。さらに町内の小中学生が制作した「きよらっ子の歌」

もお披露目され、家族連れや友人同士で賑わいをみせていました。

▲中原楽 ▲やまなみ太鼓 ▲獅子舞

▲吉原岩戸神楽

▲みんなできよらっ子の歌を披露

▲神輿巡行 ▲スポーツ玉入れ

▲福引一等！！


